











































































東盟問文也院の研究について、愛知大学と上海交通大学とで協力をすると う態勢には欠け いた ふうに して
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おります。その点で、その基礎が葉先生のご尽力によって築かれた、これは非常に画期的なことではないかというふうに認識しているところでございます。実は昨年の秋に、日中学長会議というのが天津でございました。南関大学が会場でございました。日中学長会議と、南関大学の創立九十周年の式典が連続して行なわれるという機会がございまして、愛知大学がどちらにも招待されて、私が出席させていただきました。日中学長会議 のは二年に一回開催されるんですが、これまで愛知大学に戸 かかったことはあり せんでした。なぜだろうというふう 皆さんも思われるかも知れません。その背景 ついては私も充分に理解をしておりませんけ ども、
いずれにしましても昨
年が第六回目であったと聞いて 日中学長会議 ほうから愛知大 に招待があり、そ に参加ができたということは非常 良いこ ではなかった というふうに忠います これは日本側も中国側も、大学としてはだいたい二十数校ということでありまして、
日本側は国立大学法人がほとんどでございました。私立
大学は早稲田、慶応、立命館、中央、 し 愛知、この五校だけだ 記憶しております 昨年の秋に参加できただけではなくて、今後愛 大学には毎回声がかかるということも学長会議の最後に確認が さ ました。来年は日本で開催されることになりますけれども そちらについても愛知大学が正式メンバーとして参加をすることになります。
少し日中学長会議の話が長くなったんですが、実はその日中学長会議の折に、上海交通大学 学長先生と
特別に時間を設けていただきまして 約三十分ほどお話をさせて ただきました。なぜか 言い すとやはり私もかねがね愛知大学と上海交通大学 の関係のことが気になっ おりまして、上海交通 はどちらか
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と言、っと理系重視ということで、文系の愛知大学との協力関係を深めるということはこれまでなされてこなかったんですね。しかしながら、そうだとしても東亜同文書院との関わりにお て愛知大学が上海交通大学と関係を深めていくことはどうしても必要であろうということを私はかねがね考えておりまして、何とか先方の学長さん お話をする中でその取っかかりができないかということを考えたわけです。幸いに上海交通大学さんのほうは今法律その他文系社会科学系の充実 い ことに努めておられまして、法律関係で すでに一定の成果が収められている いう話を聞きましたの 、これならば今後愛知大学と協力関係を深めていくことができるぞ い 感触を持ちましたし、おそ く学長先生にもそのように受け止めていただいたというふうに私は認識しております。また、これは別の形ではあるんですけれども、愛知大学が中国に事務所を構えるのかどうかということについてこの間私なりに検討いたしまして、実は日中学長会議 前に上海を経由 同窓会の上海支部の方々と
懇談する機会を持ちまして、同支部 方々のこ意見 いただきました。併せて上海 他の大学で事務所 構えているところとしてど があるかということについ 情報収集を ま 結果近い ころ は名古屋大学さんが事務所を構えているということ 判明して りま も、名古屋大学さんは上海交通大学さんの中に事務所を構えていると うことも判明いた ました。 こで日中学長会議には名古屋大学さんも出席 れておりましたので、担当の方 その場で私は、名古屋大学さん 上海事務所はどうい 使われ方をしているのかという話を聞きまし 、その上でそこを愛知大学が共同利用させていただく可能性 ないのかどうかと うことについ お伺いを立 させ ただきま 。その結果、実は他の大学からも共同利用と
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その後名古屋大学につきましては本学の国際交流センターを通してアプローチをし、併せて上海交通大
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いう点で持ちかけはあるんだけれども、今までは断ってきた。しかし愛知大学さんは交通大学さんともゆかりがあるし、そして近いということなので 名古屋大学としては一度検討してみたい、そういうご返事をいただいた次第です。学さんの中にある名古屋大学さんの事務所について、これはちょっといろいろ情報の行き違いがあってまだ実現していないんですけれども、同窓会の上海支部の方に一度見学に行 い だくと。そして、現場サイドでどういう共同利用の可能性があるのか、共同利用するとすればどういうやり方ができる か、その辺について詰めてき て、そ を大学に持ち帰って検討するというよ なこ を、今年の前半で予定したいと考えております。故終的にど なるかは分 りませ 。しかし名古屋大 上海事務所の共同利用に加えて、上海交通大学との関係を深め く、これ 何とか今年中に取っかかりを掴みたいなと私自身は考えている次第でございます。そのことの延長線上と言ったら大変失礼なんで が、今回葉先生が、 かも束亜同文書院についての組織的な研究 手がか を作ら たということは、今申 上げましたこととの関係においても非常に重要な きごと あったと うふう 考えております。中国については他 も申し上げたいニュースがたくさんありますけれども、本日は葉先生の受賞に関係し と ろだけを させていただき、あらため 葉先生の受賞を心からお祝い申 上げまして、私からのご挨拶 させていただきま 。どうも本日は りがとうございました。そして葉先生おめでとうございま 。
【司会】ありがとうございました。それでは引き続きまして霞山会理事長山田正様からご祝辞をいただきたいと存じます。山田様よろしくお願いいたします。【山田】ご臨席の皆様おはようございます。財団法人霞山会はこの東亜同文書院記念基金の構成員になっております。日頃から私共霞山会一同は葉先生のことを非常に尊敬申し上げて、先日の受賞者をどなたにするかという会合の際に、全員一致で葉敦平先生に本年の記念貨を謹呈するということが決まりました。私共震山会の一同もこのことを非常に嬉しく存じております。誠におめでとうございます。ところで日本と中国との関係が年毎に緊密になっている喜ばしい情勢の中で、このような葉敦平先生のご研究がようやく社会の目にも触れる状態になってきたということは大変意義深いことだと思います。東亜同文書院という組織 経営母体であった東亜同文会の後継組織である財団法人霞山会といた ましでも、葉先生の研究がこうい 日中関係 情勢 中でこのよう 段階まで達して社会 目に触れる状態になってきたということを心から喜ぶものでござい 先生のご研究の成果であるとか、ご研究の方針、それからご研究に取り組むご態度、そ ようなも がいっそう広がるように念願す 次第でありますが、そのきっかけにと一百 ますか、すでに始まってる動きに葉先生の研究がいっそ 拍車をかける、そういう位置づけを持つということではない と思います。そ ようなこと ござ ますので、日中間の関係の成熟と言いますか、そういうもの 先生のご研究が必ず役に立っていくという 確信いた ます。ささや な賞ではございますけれども、先生のご研究に基金会の貨を お報 巾し上げる とが きるの 、私共は非常に名誉
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なこと、光栄なこと、嬉しいこと、そのように存じております。どうぞお気持ち良くお受け取りいただくようにお願い申し上げます。粗辞ではございますが先生のご研究に敬意を表し、ご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。｛司会】ありがとうございました。今回の受賞に関しまして推薦の言葉をいただきたいと存じます。藤田東亜同文書院記念基金会理事運営委員長、よろしくお願いいたします。｛藤田】あらためまして皆さんこんにちは。 だいまご紹介いただきました東亜同文書院大学記念センターのセンター長をやっている藤凹と申します。ここずっ 出席させていただきまして、今日も皆さん方のお頗を拝見できて大変ありがた と思っております。特に葉先生に中国から飛んできていただきまして、感謝由・し上げます。では推薦文を一応文書にし あ ので読ませていただきます。葉教授は上海交通大学校史編纂室にあって、現在一二
O
周年記念史の編纂責任者として活躍中です。
先生は大学で哲学を学ばれたあと、多分野での実績をふまえ、中国各地の大学を横断的に活躍されてこられました。そ て中国教育界では多くの研究者や教育者 の交流をされ、そのバランス感覚のある人格は多くの人々を惹きつけ、葉教授のファンが数多くおられると聞いてい上海交通大学での活躍により、先生に対する大学当局の信頼は厚く、高く評価されていることは、今日なお大学に席を置かれ、研究室を持っていることからもうかがえます。上海 通大学で活躍される過程で、と






ふまえ、今後の日中友好関係 発展という目標のために、史実にもとづく東亜同文書院研究を中国側からの視点で組織的に研究していただき、日本側研究者と 座談会を開催する機会をつくっていただきました。その時編集された中国における東亜同文書院の資料選集は、今後の日中関係発展のための貴重な資料になるものと思います。以上のごとく、先生が今後の日中関係発展のために呆された役割はきわめて大きなものがあり、それらのこれまで 点をまた高く評価することができます。































































を含むメンバー全員に対する一つの評価と奨励 あります の功績はむしろ日中両大学のメンバーによるものであると思っております。そして特に彼山会と愛知 のご協力のもとで実現できたと思います。この度この場 借りて私はみんなを代表して心より感謝を申し上げたいと思います。
私はもう七十歳を過ぎておりますが、ここにご臨席の皆さんはもっとご高齢の方々がお見えになっており











ここで 亜 書 の平成
二十年度決算につきま
してご報告白
・し
上げるところでございますが
、追
って基金会
ニ
ュースを刊行いたしましてお送りする
予定でございますの
で、そちらでの
告
に代えさせていただきた
いと存じます
。
よろしくお願いいたします
。
それでは引き続きこの会場で恕
親会を
開催いたしま
す
。
準備が
整いますまでしばらくお待ち
いただきますよう
。
〔平成
二十
二年
一月
二
十
七日
長山会館
三彩の間
〕
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